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１．研 究 課 題：ニュー・ケインジアン経済学の最近の動向 

２．研 究 期 間： 2008 年 3 月 27 日 ～ 2008 年 9 月 9 日 

３．研 究 場 所（国/都市・機関名）：イギリス・オックスフォード大学 

 

４．研究成果概要（2,000 字以内）： 

 

 当報告者は、『早稲田商学』に掲載された２つの論文「マクロ経済学の発展－古典派とケインジア

ン－」（2004 年 9 月）、『続・マクロ経済学の発展－新しい古典派とニュー・ケインジアン－』（2006

年 3 月）において、1930 年代後半から現在に至るマクロ経済学の発展を跡付けた。その際、主として

景気循環の問題に注目し、古典派とケインジアンのマクロ経済学、および新しい古典派とニュー・ケ

インジアンのマクロ経済学を対比・検討しながら、古典派経済学とケインズ経済学のそれぞれの特徴

と、両者を画する相違点を明らかにした。                                             

 しかしながら、最近の（1990 年代後半から 2000 年代における）マクロ経済学の動向については、

十分に研究・調査が及ばなかった。とりわけ、最近のニュー・ケインジアン経済学の動向について更

なる研究・調査を進めて、新たな論文としたいとの思いが強く残った。                                             

 最近のマクロ経済学に関して、たとえば De Long（2000）は、「今日のニュー・ケインジアン経済学

の綱領は、その大半はマネタリズムから発展したものである」と主張している。また、鵜飼・鎌田（2004）

は、「ＩＳ曲線、フィリップス曲線、金融政策ルールの枠組みからなるニュー・ケインジアン経済学

と呼ばれるマネタリー・エコノミクスの一分野が、欧米の学会を中心に急速な発展を遂げている」と

述べている。さらに、ニュー・ケインジアン型フィリップス曲線の理論・実証研究が、内外で盛んに                                         

行われている。以上のような見解・動きからして、一体、ニュー・ケインジアン経済学は最近どのよ

うな姿に変わったのか、そして、どのような方向に進みつつあるのかを、正確に把握すると同時に理

解を深めることが、今回の主な研究目的であった。                                              

 在外期間中は、オックスフォード大学ウォルフソン・カレッジに、コモンルーム・メンバーとして

受け容れてもらい、カレッジ正門前のフラットにずっと滞在して、心置きなく研究を続けた。ここは、

1993～94 年の１年間、長期在外研究の生活を送った地であり、また、その後も何度か短期訪問をして

いたので、第２の心の故郷のように思え、すぐに落ち着いて研究生活を始めることができた。                                             

 第１に、Brian Snowdon and Howard R. Vane, Modern Macroeconomics: Its Origins, Development 

and Current State, Edward Elgar, 2005 に日夜取り組んだ。本書は報告者の博士学位論文とほぼ同

一のテーマを扱っており、ニュー・ケインジアン経済学を含め、現代マクロ経済学の発展の系譜と現

況を詳細かつ厳密に論じた、類を見ない貴重な文献である。本書を通じて、古典派・ケインジアン・



新しい古典派・ニュー・ケインジアンのマクロ経済学について、自分自身の理解の正確性を確認する

と同時に、認識をいっそう深めることができた。加えて、ポスト・ケインジアンとオーストリア学派

のマクロ経済学、政治的景気循環論、新しい経済成長論などの発展についても、理解を深めることが

できた。この書は、本文 707 頁プラス参考文献一覧 83 頁の大部であり、オックスフォードにて十分

な時間的余裕があったからこそ、最後まで読み通せたものと考えている。                                            

 第２に、ニュー・ケインジアン経済学それ自体の研究を進めた。最近のニュー・ケインジアン・マ

クロモデルは、「動学的ＩＳ曲線」「ニュー・ケインジアン・フィリップス曲線」「金融政策ルール」

を中心に構成されている。そこで今回は、前二者の関係を、ミクロ経済学的に基礎付けながら導出す

ることを試みた。具体的に言うと、動学的一般均衡モデルの枠組みの下で、独占的競争と名目価格の

硬直性を仮定して、動学的ＩＳ曲線およびニュー・ケインジアン・フィリップス曲線を求めてみた。                                              

こうした地道な作業は、今後のニュー・ケインジアン経済学に関する研究を進展させる上で、重要な

土台になるものと思う。                                              

 第３に、ビジネス・エコノミクス（企業経済学）の理解を深めることにも努めた。商学系の経済学

教育の観点からすると、ビジネス・エコノミクスの重要性は大きく、すでに商学部「基礎経済学」の

授業では、報告者を含めた商学部教員による共著『入門ビジネス・エコノミクス』中央経済社（2006

年）をテキストとして使っている。また、報告者は商学部・商学研究科のゼミにおいても、ビジネス・

エコノミクスの教育・研究指導を行っている。こうした必要性を考えて、浅羽茂『経営戦略の経済学』

日本評論社（2004 年）や David Begg and Damian Ward, Economics for Business (2nd edition), 

McGraw-hill, 2007 などを使い，ビジネス・エコノミクスの理論と実際（ケース）について理解を高

めた。                                         

 以上のような特別研究期間における研究の諸成果および経験は、帰国後の報告者による研究・教

育・大学院運営などの活動において大いに役立っている。                                             

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              


